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人のぬくもりと
ふれあいが奏でる躍動のまち
丹波高原文化の郷●京丹波

さと

笑
顔
の
カ
エ
ル
が

印
象
的
な

「
あ
っ
ぱ
れ
た
ん
ぼ
」
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秋の丹波路を駆け抜ける
「2010京都丹波ロードレース」

を開催します
京丹波町の秋の一大イベントとして開催している「京都丹波ロードレース」。

今年も約2,800人のランナーが、色鮮やかに紅葉した景色を眺めながら丹波路を駆け抜けます。
発着点である丹波自然運動公園では、「うまいもの市」や「菊花展」などを開催し、ランナーだけではなく、

来園されるみなさんに楽しんでいただける催しを多数計画しています。
ご家族や友人などお誘い合わせお越しいただき、

深まりゆく秋を感じながら楽しいひとときを過ごしてみてはいかがでしょうか。

◉日時 11月3日（祝・水）※雨天決行
 選手受付：午前8時30分～10時
 スタート：《3km》午前10時30分    《5km》午前10時40分
 　　　　  《10km》午前10時50分  《ハーフ》午前11時

◉場所 丹波自然運動公園
◉主催 京丹波町、船井郡陸上競技協会、京都府立丹波自然運動公園

決算

　表紙写真で掲載した「あっぱれ
たんぼ」。5月22日の田植え以降、
色の変化の様子を楽しむために何
度か訪れましたが、満面の笑顔で
微笑むカエルの姿を見るたびに元
気をわけてもらい勇気付けられた
ように思います。広報発行時には
稲刈りが終わっているため見るこ
とができませんが、写真を通じてで
きるだけ多くの人にあっぱれたん
ぼの素晴らしさを知っていただけ
ればうれしく思います。（Ｋ）

編
集
後
記

特集

うまいもの市、菊花展
地元で採れた農産物や特産品の販売をはじめ、
旬の食材をふんだんに使った料理など
秋の味覚が満喫できるコーナーです。
また、菊で作った五重塔や菊愛好家が
丹精込めて育てた「菊花展」も、

10月23日（土）～11月7日（日）の期間で開催されます。

◉開催時間：午前10時～
◉開催場所：中央広場　　



 2 　　  決算
 9 Dr’s Message いきいき健康術

10 京丹波町職員の給与の状況を
  公表します

 12 3種目で大会新記録を樹立
  「シルバーオリンピック」

 13 　　KYOTAMBA TOWN NEWS 2010 
地域の課題を話し合う懇談の場
―町長と語るつどい

田んぼで楽しむ球技大会
―泥んこソフトバレー大会

人権についての認識を深めるために
―町婦人会が人権研修を実施

多彩な催しでカヌーを楽しむ
―カヌーフェスティバル

交流と親ぼくを深めるスポーツイベント
―スポーツフェスティバル

地域で取り組むグラウンドの美化活動
―グラウンドを守るみんなの交流会

国民文化祭のPRでまゆまろが来町
―まゆまろがローラーキャンペーンを実施

祝賀訪問で100歳の長寿を祝う
―敬老祝賀訪問

長瀬区の魅力を伝える観光マップが完成
―「長瀬マップ」贈呈式

16  秋の丹波路を駆け抜ける
  「2010京都丹波ロードレース」
  を開催します

京丹波町の期間限定の観光名所として、多くの人々が
訪れた「あっぱれたんぼ」。苗の成長に応じて彩りを変
えるカエルの姿は多くの人々に夢と希望を与え、また
来年に出会えるのを楽しみにしているようでした。

今月の表紙
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歳
入
に
は
、町
税
収
入
な
ど
町
が
自
ら
の

力
で
収
入
で
き
る
お
金（
自
主
財
源
）と
、国

や
府
か
ら
交
付
さ
れ
た
り
、割
り
当
て
ら
れ

た
り
す
る
お
金（
依
存
財
源
）が
あ
り
ま
す
。

グ
ラ
フ
の
と
お
り
、自
主
財
源
は
歳
入
全
体
の

歳
入

　

歳
出
総
額
は
、一
一
〇
億
四
、七
一
八
万
円
。歳
入
か
ら
歳
出

を
差
し
引
き
、さ
ら
に
平
成
二
十
二
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事

業
費
四
億
八
、六
九
五
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

二
億
七
、八
八
五
万
円
の
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、財
政
の
弾
力
性
を
判
断
す
る
指
標
で
あ
る
経
常
収

歳
出

二
五
・
六
％
で
、残
り
七
四
・
四
％
は
国
・
府
支
出
金（
負
担
・
補
助
・
委
託
金
）や
町
債（
借

入
金
）、地
方
交
付
税
な
ど
に
頼
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

自
主
財
源
の
柱
で
あ
る
町
税
は
、収
入
額
が
十
七
億
八
六
二
万
円
で
、年
度
内
に
収
入

で
き
な
か
っ
た
額
が
二
億
九
、四
四
九
万
円
、不
納
欠
損
額
が
二
、六
九
三
万
円
。法
令
に

基
づ
き
適
正
に
処
理
し
て
い
ま
す
が
、税
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、京
都
府
と

府
内
市
町
村
が
共
同
で
徴
収
業
務
を
行
う「
京
都
地
方
税
機
構
」を
設
置
し
、滞
納
へ
の
厳

正
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

一
方
、依
存
財
源
の
中
で
最
も
多
く
を
占
め
る
地
方
交
付
税
は
、地
方
再
生
対
策
費
や

地
域
雇
用
創
出
推
進
費
な
ど
に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
二
億
九
、四
四
五
万
円
の
増
。国
・
府

支
出
金
も
七
億
七
、六
六
六
万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
が
、交
付
金
な
ど
は
自
動
車
取
得

税
の
エ
コ
カ
ー
減
税
の
影
響
な
ど
に
よ
り
九
九
一
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

交
付
税
制
度
の
改
正
な
ど
、国
の
動
向
が
不
透
明
な
状
況
を
考
え
る
と
、国
や
府
へ
の
依

存
率
が
高
い
本
町
に
と
っ
て
歳
入
の
確
保
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
、今
後
も
財
政
基
盤
の
強
化
を
目
指
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

支
比
率
は
八
二
・
九
％
で
、前
年
度
に
比
べ
六
・
八
ポ
イ
ン
ト
の
減
。地
方
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
指
標

は
、実
質
公
債
費
比
率
が
一
八
・
八
％
、将
来
負
担
比
率
が
一
八
二
・
八
％
で
、い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
八
ペ
ー
ジ
参
照
）

こ
の
ほ
か
、町
債（
借
入
金
）残
高
は
一
四
九
億
五
八
一
万
円
で
、前
年
度
末
残
高
か
ら
五
億
九
、五
五
五

万
円
の
減
。基
金（
貯
金
）残
高
は
二
十
七
億
二
、一
六
九
万
円
で
、前
年
度
末
残
高
か
ら
一
億
六
、八
九
五

万
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

行
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
、人
件
費
や
公
債
費
の
抑
制
な
ど
財
政
健
全
化
に
向
け
た
対
策
を
引
き
続
い

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、着
実
に
そ
の
成
果
が
現
れ
て
き
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
一
方
で
、平
成
二
十
七
年
度
に
合
併
特
例
期
間
が
終
了
す
る
と
、そ
の
後
五
年
間
の
経
過

措
置
期
間
内
に
段
階
的
に
縮
小
さ
れ
、平
成
三
十
三
年
度
以
降
は
現
在
の
手
厚
い
特
例
措
置
が
受
け
ら
れ

な
く
な
る
状
況
が
待
ち
受
け
て
い
る
こ
と
な
ど
、不
安
定
な
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、特
例
期
間
終
了
後
も
さ

ま
ざ
ま
な
行
政
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
健
全
な
財
政
基
盤
の
確
立
を
目
指
す
と
と
も
に
、町
総

合
計
画
の
着
実
な
推
進
に
向
け
、引
き
続
き
適
正
な
財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
支
出
し
ま
し
た
。

【
経
常
収
支
比
率
】財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
。

人
件
費
や
公
債
費
な
ど
毎
年
度
経
常
的
に
支
出
す
る

経
費
に
対
し
て
、町
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
毎
年
度
経

常
的
に
収
入
で
き
る
一
般
財
源
が
ど
の
程
度
使
わ
れ
た

か
を
表
す
比
率
。

【
実
質
公
債
費
比
率
】公
債
費（
借
入
金
）に
よ
る
財
政

負
担
の
程
度
を
示
す
も
の
で
、起
債
制
限
比
率
に
反
映

さ
れ
て
い
な
い
公
営
企
業
の
公
債
費
へ
の
一
般
会
計
繰

出
金
な
ど
の
公
債
費
類
似
経
費
を
算
入
し
た
比
率
。

用
語
解
説

町税
14.5％
17億862万円

地方交付税
43.9％
51億8,292万円

国庫・府支出金
16.3％
19億2,990万円

町債
10.2％
12億420万円

その他
9.3％
11億121万円

総務費
17.8％
19億6,080万円

民生費
17.4％
19億2,675万円

農林水産業費
14.9％
16億4,658万円

衛生費
10.9％
12億55万円

使用料・手数料
1.8％

2億1,118万円

交付金など
4.0％

4億7,495万円

自主財源
依存財源

諸会費
0.8％
8,521万円

土木費
6.7％
7億4,077万円

その他
1.0％

1億1,013万円

消防費
3.1％
3億4,452万円

教育費
9.0％
9億9,694万円

公債費
18.4％
20億3,493万円

歳入
118億
1,298万円

歳出
110億
4,718万円

監
査
委
員
の
決
算
審
査
を
経
て
、九
月
の
議

会
定
例
会
で
平
成
二
十
一
年
度
一
般
会
計
と
特

別
会
計
の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。歳
出
決

算
額
は
、一
般
会
計
が
一
一
〇
億
四
、七
一
八
万

円（
一
万
円
未
満
四
捨
五
入
、以
下
同
じ
）、特

別
会
計
が
七
十
一
億
七
、〇
二
六
万
円（
財
産

区
会
計
除
く
、以
下
同
じ
）に
な
り
ま
し
た
。

一般会計歳入

一般会計歳出［目的別］
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110110110一般会計
【主なもの】こう使った110億円

議会費　　　　　　 8,521万円  

議会運営に関する経費 ……………………………8,521万円
（議員報酬や職員給与など含む） 

総務費 19億6,080万円  

一般管理に関する経費 ………………………4億3,891万円
（職員給与や区長会の運営補助、土地開発公社など
各機関への負担金など）
広報京丹波（お知らせ版含む）の発行 ……………373万円
例規集（改訂版）の印刷に関する経費 ……………173万円
例規集サポートシステム委託料 ……………………508万円
その他文書広報に関する経費 ………………………92万円
財政管理・会計管理に関する経費 …………………117万円
財産管理に関する経費 ……………………………6億475万円
（町有財産管理、基金積立金など）
山陰本線複線化事業補助金 ……………………6,561万円
京都中部地区広域市町村圏協議会など各機関への負担金 
 …………………………………………………32万円
その他総合企画に関する経費 ……………………322万円
和知支所空調設備改修工事 ……………………1,162万円
支所の管理に関する経費 ……………………1億7,414万円
（職員給与など含む）
公平委員会に関する経費 ………………………………4万円
グリーンランドみずほ管理運営委託料 …………2,400万円
グリーンランドみずほ（道の駅）施設改修工事 ……114万円
和知駅構内使用料 ……………………………………72万円
街灯設置補助金・防犯協会負担金など ……………231万円
交通対策費 …………………………………………159万円
（交通指導員運営経費、交通安全協会運営補助など）
町営バス運行事業会計への繰出金 ……………9,654万円
自治振興補助金 ……………………………………748万円
住民自治組織まちづくり交付金・地域力向上事業助成金
 …………………………………………………96万円
その他地域振興に関する経費 ………………………34万円
行政情報システムの管理など ……………………3,843万円
情報化推進に関する経費 ………………………2,436万円
（地域イントラネット・インターネット運営など）
国際交流協会への補助 ……………………………300万円
生涯学習推進に関する経費（人権政策推進など）… 209万円
定額給付金に関する経費 ……………………2億7,614万円
税務に関する経費（職員給与など含む） …………8,574万円
戸籍住民基本台帳管理に関する経費 …………4,040万円
（職員給与など含む）
衆議院議員総選挙に関する経費 ………………1,396万円

総務費 19億6,080万円 

町長・町議会議員選挙に関する経費 ……………1,856万円
京都府知事選挙に関する経費 ……………………560万円
その他選挙に関する経費 ……………………………43万円
各種統計調査（農林業センサスなど）に関する経費 …533万円
監査委員に関する経費 ………………………………44万円

民生費 19億2,675万円  

社会福祉総務費 ………………………………2億5,285万円
（職員給与や在宅介護支援センター運営、
民生児童委員の活動補助など）
国民健康保険特別会計への繰出金（事業勘定分） 
 ………………………………………………8,921万円
和知高齢者コミュニティセンター管理運営委託など
 ……………………………………………………70万円
共同作業所運営委託 ……………………………1,594万円
重度心身障害者通院通所支援事業委託 …………675万円
障害者共同作業所入所訓練事業 ……………………82万円
重度心身障害老人健康管理事業給付費 ………2,846万円
心身障害者医療給付費 …………………………4,970万円
自立支援医療給付扶助費 …………………………988万円
障害者自立支援給付費 ………………………2億1,572万円
その他障害福祉に関する経費 …………………4,414万円
（日常生活用具の給付など）
外出支援・食の自立支援事業委託 ………………2,083万円
シルバー人材センター運営補助 …………………630万円
老人クラブ連合会活動補助 ………………………420万円
後期高齢者医療に関する負担金 ……………1億9,251万円
老人医療給付費 …………………………………3,095万円
老人ホーム措置費 …………………………………690万円
老人保健特別会計への繰出金 ……………………106万円
介護保険特別会計への繰出金 ………………2億4,826万円
後期高齢者医療に関する繰出金 ………………5,387万円
その他老人福祉に関する経費 ……………………436万円
（長寿者報償など）
国民年金事務に関する経費 …………………………71万円
すこやか祝金 ………………………………………870万円
次世代育成支援行動計画など委託 ………………203万円
子育て応援特別手当 ………………………………666万円
京都子育て医療・すこやか子育て医療給付費 …3,724万円
児童手当給付費 …………………………………9,934万円
その他児童福祉に関する経費 ……………………1,041万円
（チャイルドシート購入助成など）
母子父子福祉に関する経費（母子医療給付費など） …911万円
保育所の運営管理（職員給与など含む） ……2億9,751万円
（仮称）瑞穂保育所建設に関する経費 ………1億7,162万円

衛生費 12億55万円  

保健衛生総務費（職員給与など） ………………8,604万円
検査検診委託 ……………………………………4,633万円
予防接種業務委託 ………………………………1,627万円
食生活改善推進事業委託 ……………………………65万円
特定保健指導・特定健診委託 ……………………1,105万円
生活機能評価委託 …………………………………417万円
不妊治療給付事業補助 ………………………………35万円
新型インフルエンザ対策備品購入 …………………79万円
その他保健・予防に関する経費（医師報酬など） …936万円
合併浄化槽設置補助 ………………………………746万円
下水道事業特別会計への繰出金 ………………4,338万円
（浄化槽市町村整備推進）
その他環境衛生に関する経費 ……………………227万円
（狂犬病予防注射や水質検査委託など）
老人保健施設システム導入委託 …………………303万円
南丹病院負担金 …………………………………1,936万円
京丹波町病院会計運営補助（出資金・利子含む）
 …………………………………………2億6,033万円
国民健康保険特別会計への繰出金（直診勘定分） 
 ………………………………………………6,600万円
その他診療所に関する経費（事務経費など） ………109万円
保健センターの管理 ………………………………1,212万円
船井郡衛生管理組合分担金 …………………2億6,319万円
ごみ処理手数料 …………………………………3,669万円
生ごみたい肥化容器購入助成 ………………………50万円
資源ごみ集団収集助成 ………………………………87万円
その他ごみ処理対策に関する経費 ………………232万円
簡易水道事業特別会計への繰出金 ……………3億693万円

労働費 1,834万円  

緊急雇用創出事業委託 …………………………1,392万円
その他労働対策に関する経費 ……………………442万円

農林水産業費 16億4,658万円  

農業委員会の運営 …………………………………659万円
農業総務費（職員給与など） ……………………6,883万円
マスターズハウス管理運営委託 ……………………500万円
丹波食彩の工房管理運営委託 …………………1,400万円
瑞穂町農業公社・丹波ふるさと振興公社運営補助 
 ………………………………………………1,750万円
有害鳥獣防除施設設置事業補助（金網、電気柵など）
 …………………………………………………816万円
農業機械導入補助 ………………………………1,333万円
中山間地域等直接支払交付金 ……………1億1,331万円
水田農業構造改革対策助成事業 ………………1,363万円
（特産物作付け奨励、集落営農推進）
農地・水・環境保全向上対策補助 …………………992万円
国産飼料推進助成 …………………………………206万円
その他農業振興に関する経費（農業施設整備補助など）
 ………………………………………………3,656万円
環境保全型農業支援事業 …………………………342万円
（土づくり推進、牛ふんたい肥散布など）
農業機械導入補助 ………………………………2,417万円
その他畜産業に関する経費（ストックヤード設置など）
 …………………………………………………518万円
農道安栖里坂原線道路改良工事 …………………671万円
農道整備工事（中畑、下村、保井谷、升谷） ………1,323万円
ため池改修工事（知野辺） ………………………3,842万円
南丹区域農用地総合整備事業負担金 ………2億2,667万円
下水道事業特別会計への繰出金（農業集落排水）
 …………………………………………2億1,257万円
その他農地保全などに関する経費 ………………2,061万円
（土地改良区運営補助など） 
山村開発センターの管理 …………………………651万円
農村情報施設管理費（職員給与など含む） …1億1,039万円
山村振興対策に関する経費 ………………………202万円
ケーブルテレビ拡張整備工事に関する経費 …4億4,451万円
林業総務費（職員給与や林業振興会負担金など）… 1,833万円
公有林整備 ………………………………………1,690万円
緑の公共事業補助（間伐23haなど） ………………549万円
森林整備地域活動支援事業補助 ………………2,031万円
林道峰線開設工事（和知地区才原・広瀬） ………7,647万円
有害鳥獣駆除報奨金 ……………………………1,765万円
その他林業振興に関する経費 …………………6,229万円
（林道維持管理、緑の担い手育成など）
わち林業センターの運営管理 ………………………369万円
内水面漁業振興対策事業補助 ……………………216万円
（和知・由良川漁協への補助）

寺尾町長に平成21年度決算の審査意見書を提出する船越監査委員
（役場町長室・蒲生）

【特集】平成21年度決算
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商工費 8,249万円  

商工総務費（職員給与など） ……………………1,314万円
商工会小規模事業経営支援事業補助 …………1,665万円
中小企業信用保証料補助 …………………………291万円
その他商工振興に関する経費 ……………………282万円
（消費生活グループ活動補助など）
道の駅「和」・山野草の森・アグリパークわちなどの管理委託
 ………………………………………………3,283万円
質志鐘乳洞公園管理委託 …………………………923万円
その他観光振興に関する経費 ……………………491万円
（京都府観光連盟など各機関への負担金など）

土木費 7億4,077万円  

土木総務費 ………………………………………7,641万円
（職員給与や各建設促進同盟会への負担金など）
道路台帳整備委託 …………………………………194万円
道路の維持管理に関する経費 ……………………3,093万円
（道路修繕、交通安全施設整備、除雪作業など）
道路改良工事 …………………………………2億5,230万円
その他道路改良に関する経費（測量設計監理など）
 ………………………………………………4,440万円
河川総務費（河川維持管理業務委託など） ………855万円
河川改良工事（大倉谷川河川改良） ……………1,616万円
町道町田線木橋町田橋改築事業負担金 ………1,093万円
ダム関連対策に関する経費 ……………………2,446万円
都市計画に関する経費（審議会報酬など） …………26万円
都市公園整備（須知）に関する経費 ……………3,050万円
下水道事業特別会計への繰出金（公共下水道）
 …………………………………………2億3,449万円
町営住宅管理に関する経費 ………………………944万円
（職員給与や設備保守点検管理など）

消防費 3億4,452万円  

京都中部広域消防組合負担金 ………………2億3,480万円
消防団の運営、消防施設の維持管理に関する経費
 ………………………………………………7,881万円
防火水槽設置（5基） ………………………………2,095万円
その他消防施設などの改修に関する経費 …………426万円
防災・災害対策に関する経費（防災無線電波負担金など）
 ………………………………………………569万円

教育費 9億9,694万円  
　　　　　　　　　　　　

教育総務費（職員給与や教育委員報酬など）… 1億5,406万円
育英資金給付事業特別会計への繰出金 ……………93万円
小学校の管理に関する経費（職員給与など含む）
 ……………………………………………2億903万円
小学校の教育振興に関する経費 ………………4,099万円
（教材、通学バス補助金など）
和知中学校耐震補強工事 ……………………1億9,591万円
その他中学校の管理に関する経費 ……………1億575万円
（職員給与など含む）
中学校の教育振興に関する経費 ………………5,090万円
（外国語指導助手報酬、教材、通学バス補助金など）
幼稚園の管理運営に関する経費（職員給与など含む）
 ………………………………………………6,332万円
婦人会活動推進補助 ………………………………120万円
町文化協会活動推進補助 ……………………………20万円
伝統芸能等保存活動補助 ……………………………23万円
青少年育成協会への補助 ……………………………50万円
人権啓発推進協議会への補助 ……………………100万円
その他社会教育総務に関する経費 ………………592万円
（社会教育委員報酬など）
公民館活動に関する経費 ………………………3,263万円
文化財保護に関する経費 …………………………151万円
体育協会への補助 …………………………………400万円
その他社会体育に関する経費（体育指導委員報酬など）
 …………………………………………………284万円
体育施設の維持管理に関する経費 ………………2,178万円
学校給食費（職員給与など含む） ………………1億423万円

※1万円未満を四捨五入しているため、合計金額が合わない場合があります。

平成21年度決算について審議する議会の決算特別委員会（役場議場・蒲生）

【特集】平成21年度決算

国
民
健
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四
万
円
で
、そ
の
う
ち
国
民
健
康
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・
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四
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億
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健
事
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な
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知
診
療
所
の
歳
入
は
二
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四
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万
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で
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の
う
ち
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収
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ど
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和
知
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科
診
療
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の
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五

五
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で
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六
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し
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健

歳
入
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九
八
四
万
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。歳
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療
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費
の
五
六
六
万
円
で
し

た
。後

期
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齢
者
医
療

歳
入
は
一
億
七
、四
四
五
万
円
で
、そ
の

う
ち
保
険
料
収
入
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一
億
一
、七
七
五
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五
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一
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、二
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六
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六
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介
護
保
険
事
業

事
業
勘
定
の
歳
入
は
十
七
億
五
、四
三

〇
万
円
で
、そ
の
う
ち
保
険
料
収
入
が
二
億

六
、五
〇
三
万
円（
一
五
・一
％
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出
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十

七
億
三
、五
二
六
万
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で
、保
険
給
付
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が

十
六
億
二
、四
三
六
万
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と
な
り
ま
し
た
。

サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
の
歳
入
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七
五
〇

万
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で
、歳
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六
五
五
万
円
。歳
出
の
主

な
も
の
は
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
作
成

委
託
の
五
七
二
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
施
設
サ
ー
ビ
ス
勘
定
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歳
入
は

五
、八
〇
五
万
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で
、歳
出
は
五
、六
九
七
万
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出
の
主
な
も
の
は
施
設
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
費
の
八
三
一
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

水
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業
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十
一
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で
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う
ち
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七
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％
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穂
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合
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事
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七
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知
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区
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易
水
道
整
備
事
業
に
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、七

三
五
万
円
と
な
り
ま
し
た
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下
水
道
事
業

歳
入
は
九
億
八
、七
九
四
万
円
で
、歳
出

は
九
億
七
、五
一
二
万
円
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出
の
主
な
も
の

は
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業
集
落
排
水
費
に
九
、二
九
八
万
円
、

公
共
下
水
道
費
に
九
、〇
二
六
万
円
、集
合
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理
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域
以
外
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に
町
が
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槽
を
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す
る
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進
施
設

費
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九
、三
五
一
万
円
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な
り
ま
し
た
。

土
地
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歳
入
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出
共
に
四
四
万
円
で
、財
産
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用
収
入
を
基
金
と
し
て
積
み
立
て
ま
し
た
。
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英
資
金
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付
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入
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一
九
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万
円
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の
は
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学
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七
人
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一
二
六
万
円
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高
校
生
六
人
に
六
〇
万
円
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奨
学
金
を
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出
し
ま
し
た
。

町
営
バ
ス
運
行
事
業

歳
入
は
一
億
三
、一
一
九
万
円
で
、そ
の
う

ち
運
賃
収
入
な
ど
の
事
業
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入
は
三
、三
九

九
万
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二
五
・
九
％
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出
は
一
億
三
、〇

八
三
万
円
で
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な
も
の
は
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ス
三
台
購

入（
中
型
二
台
、小
型
一
台
）に
五
、六
一
〇

万
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

国
保
京
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は
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六
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一
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で
、収
支
差
引

四
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七
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の
う
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、医
業
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は
六
億
七
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七
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。質
美
診
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属
化
に
よ
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経
営
方
針
の
転
換
や
療
養
病
床
を
廃
止
し

一
般
病
床
に
変
更
し
た
こ
と
な
ど
で
、前
年

度
と
比
べ
て
六
、七
四
三
万
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
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方
、支
出
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う
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、医
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は

七
億
七
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平
成
二
十
一
年
度
の
入
院
患
者
数
は
延

べ
一
万
三
、一
五
一
人（
前
年
度
比
五
・
四
ポ

イ
ン
ト
の
増
）、外
来
患
者
は
延
べ
三
万
六
、

〇
九
七
人（
前
年
度
比
一
二
ポ
イ
ン
ト
の

増
）で
し
た
。

特
別
会
計
決
算

の
概
要

■会計別歳出決算額
 会計名 本年度
一般会計 110億4,718万円
特別会計・企業会計 71億7,026万円
国民健康保険事業（事業勘定） 17億9,085万円
国民健康保険事業（和知診療所勘定） 2億7,126万円
国民健康保険事業（和知歯科診療所勘定） 6,948万円
老人保健 984万円
後期高齢者医療 1億7,216万円
介護保険事業（事業勘定） 17億3,526万円
介護保険事業（サービス事業勘定） 655万円
介護保険事業（老健施設サービス勘定） 5,697万円
水道事業 11億2,341万円
下水道事業 9億7,512万円
土地取得 44万円
育英資金給付事業 199万円
町営バス運行事業 1億3,083万円
国保京丹波町病院 8億2,610万円
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二
十
一
年
度
決
算
に
基
づ
く

健
全
化
判
断
比
率
な
ど
の
状
況

地
方
財
政
健
全
化
法
で
は
、「
健
全
化
判

断
比
率
」に
よ
る
四
つ
の
財
政
指
標
と
、「
資

金
不
足
比
率
」に
よ
り
、地
方
公
共
団
体
の

財
政
状
況
を
判
断
し
ま
す
。二
十
一
年
度
決

算
に
基
づ
く
各
比
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
各
指
標
に
算
定
さ
れ
る
会
計
は「
表
１
」参
照
）

実
質
赤
字
比
率　
　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
の
赤
字
額
が
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は
収
支
赤
字
が

な
い
の
で
該
当
な
し
。

連
結
実
質
赤
字
比
率

全
会
計（
財
産
区
会
計
除
く
）の
赤
字
額

が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
は

収
支
赤
字
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

実
質
公
債
費
比
率　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
負
担
す
る
公
債
費（
借

入
金
）が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
。

算
定
結
果
は
一
八
・
八
％
で
、昨
年
度
よ
り

一・
五
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し
た
。

将
来
負
担
比
率　
　
　
　
　

　
　
　
　

一
般
会
計
な
ど
が
将
来
負
担
す
べ
き
実

質
的
な
債
務
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る

割
合
。算
定
結
果
は
一
八
二
・
八
％
で
、昨
年

度
よ
り
二
三
・
二
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
ま
し

た
。資

金
不
足
比
率　
　
　
　
　

　
　
　資金

不
足
額
が
公
営
企
業
の
行
う
事
業

規
模
に
占
め
る
割
合
。本
町
で
は
、国
保
京

丹
波
町
病
院
・
水
道
・
下
水
道
事
業
の
三
会

計
が
対
象
と
な
り
ま
す
が
、各
会
計
で
資
金

不
足
額
が
な
い
の
で
該
当
な
し
。

【
標
準
財
政
規
模
】町
が
一
年
間
に
自
由
に
使
え
る

財
源（
お
金
）の
標
準
的
な
規
模
。本
町
は
二
十
一
年

度
決
算
で
七
十
二
億
二
、八
九
九
万
一
千
円
と
な
り

ま
す
。

【
早
期
健
全
化
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る

と
、自
主
的
な
改
善
努
力
を
行
う
た
め
の
早
期
健
全

化
計
画
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

【
財
政
再
生
基
準
】基
準
値
を
一
つ
で
も
超
え
る
と
、

国
な
ど
が
関
与
し
て
再
生
が
行
わ
れ
る
た
め
、町

独
自
施
策
の
展
開
が
で
き
な
く
な
る
と
と
も
に
、

財
政
再
生
計
画
策
定
や
外
部
監
査
が
義
務
付
け
ら

れ
ま
す
。

用
語
解
説

京丹波町の比率算定結果
［1］健全化判断比率

［2］資金不足比率　　

※赤字額がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。

算 定 結 果

20 年 度

19 年 度

早期健全化基準

財政再生基準

算 定 結 果

経営健全化基準

実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

参　

考

─

─

─

13.97

20.00

病院事業

─

水道事業

─

20.00

下水道事業

─

─

─

─

18.97

40.00

18.8

20.3

20.3

25.0

35.0

182.8

206.0

214.2

350.0

（単位：％）

（単位：％）

算 定 結 果

20 年 度

19 年 度

参

考

─

─

─

─

─

─

18.8

20.3

20.3

182.8

206.0

214.2

財政再生基準 20.00 40.00 35.0

経営健全化基準 20.00
※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

D r ' s M e s s a g e

いきいき健康術 第38回

所長　中村泰也先生（和知診療所）

『
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
備
え
て
』

昨

なかむら やすなり

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職
員

が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
の
担
当
は
和
知
診
療
所
長
の
中
村
泰
也
先
生
。こ
れ
か

ら
の
季
節
に
流
行
が
予
想
さ
れ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て

の
お
話
で
す
。

春
に
海
外
で
発
生
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ（
Ｈ
１
Ｎ
１
）

は
、神
戸
で
の
発
生
を
発
端
と
し
て
国
内
に
感
染
が
拡

大
し
て
い
き
ま
し
た
。昨
年
の
今
頃
は
み
な
さ
ん
も
大
変
不
安
に

思
わ
れ
て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。本
町
で
も
十
月
頃
か
ら
散
発
的

に
高
校
生
や
大
学
生
な
ど
若
い
方
た
ち
を
中
心
に
流
行
し
は
じ

め
、小
中
学
校
や
保
育
園
な
ど
、次
第
に
地
域
で
の
流
行
へ
と
拡

大
し
、十
二
月
の
ピ
ー
ク
を
経
て
一
月
末
ご
ろ
ま
で
流
行
が
続
き

ま
し
た
。

■
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
第
二
波
に

　

ご
注
意
を

　

ス
ペ
イ
ン
か
ぜ
な
ど
過
去
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
流
行
時
に

は
、最
初
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
若
年
層
に
、翌
シ
ー
ズ
ン
に
は
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
し
て
高
齢
の
方
た
ち
に
流
行
す
る
傾
向
が
あ

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、昨
年
の
流
行
で
終
わ
っ
た

の
で
は
な
く
、こ
れ
か
ら
冬
に
か
け
て
流
行
の
第
二
波
に
注
意
が

必
要
で
す
。

■
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
へ
の
備
え
を
万
全
に

　

昨
年
は
、限
ら
れ
た
生
産
体
制
の
中
で
、新
型
と
季
節
性
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
が
平
行
し
て
生
産
さ
れ
た
た
め
、例
年

に
比
べ
て
季
節
性
ワ
ク
チ
ン
が
全
国
的
に
不
足
す
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。ま
た
、新
型
ワ
ク
チ
ン
も
流
行
拡
大
時
に
間
に
合
わ

な
か
っ
た
た
め
に
、基
礎
疾
患
の
あ
る
方
か
ら
接
種
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
が
、多
く
の
方
々
に
接
種
で
き
た
の
は
流
行
が
終
息
に
近

づ
い
た
こ
ろ
に
な
っ
て
か
ら
で
し
た
。

　

今
年
は
、季
節
性
ワ
ク
チ
ン
の
中
に
昨
年
の
新
型（
Ｈ
１
Ｎ
１
）

ワ
ク
チ
ン
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、接
種
は
一
種
類
だ

け
で
済
む
よ
う
に
な
り
、昨
年
の
よ
う
な
優
先
順
位
も
あ
り
ま
せ

ん
の
で
ど
な
た
で
も
予
約
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
で
の
予
防
の
ほ
か
に
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
や
睡
眠

時
間
な
ど
普
段
か
ら
の
体
調
管
理
、手
洗
い
と
う
が
い
の
励
行
、

か
か
っ
た
時
の
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な
ど
で「
う
つ
ら
な
い
、う
つ
さ
な

い
」を
心
が
け
る
よ
う
に
し
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
シ
ー
ズ
ン
を
乗
り

切
り
ま
し
ょ
う
。 せ

き

4つの財政指標の対象となる会計の範囲［表1］

●一般会計
●公営事業会計以外の特
別会計（土地取得、育英
資金、町営バス）

普通会計

●水道事業特別会計
●下水道事業特別会計
●国保京丹波町病院事業
特別会計

公営企業会計

●船井郡衛生管理組合など

一部事務組合

土地開発公社、第3セクター

●国民健康保険事業特別
会計
●後期高齢者医療特別会計
●老人保健特別会計
●介護保険事業特別会計

公営事業会計

将
来
負
担
比
率

実
質
公
債
費
比
率

連
結
実
質
赤
字
比
率

実質赤字
比率

資金不足
比率

【特集】平成21年度決算
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京丹波町職員の給与は、「京丹波町職員の給与に関する条例」など関係諸規定の定めるところにより支給さ
れています。本年度における職員の給与などの状況について、広く町民のみなさんに知っていただくため、そ
のあらましをお知らせします。なお、ここに公表する職員の給与は、いわゆる「手取り額」ではなく、すべて税金
や社会保険料などを差し引く前の額です。

１　人件費の状況
平成21年度決算（普通会計）における人件費および人件費率は次のとおりです。なお、この人件費には、特別職に支給された給与お

よび報酬を含みます。

【第1表】人件費の状況（平成21年度：普通会計決算）

注）①普通会計とは、一般会計・町営バス特別会計・土地取得特別会計・育英資金給付事業特別会計の合計を指します。
②実質収支とは、歳入歳出差引額から、翌年度に繰り越された事業に充当すべき財源を除いた決算額をいいます。

注）①職員数は、「行政職給料表」の適用を受ける職員で、給与条例に
基づく給料表の級区分によるものです。

②標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する標準的な職務
です。

注）平成１９年度から２２年度までは昇給抑制措置が講じられてきました。

注）購入または新築５年以内の持ち家に対する住居手当は廃止されました。

注）①職制上の段階・職務の級などによる加算措置があります。
②１２月期の支給率については、今後変動がある見込みです。

注）京丹波町は、京都府内のほとんどの市町村が加入している「京都府市町村
職員退職手当組合」の条例に基づいています。

 区分 給料月額・支給率
  町長 １０％減額後 ６７５，０００円 減額前 （７５０，０００円）
   副町長 １０％減額後 ５５８，０００円 減額前 （６２０，０００円） 給料  

教育長 １０％減額後 ５０４，０００円 減額前 （５６０，０００円）
  議長 ３００，０００円
 報酬  副議長 ２３０，０００円
   議員 ２１０，０００円
  

町長・副町長・
 ６月期 １．45月分（１０％減額支給）

    
教育長

 １２月期 １．6０月分（１０％減額支給）

期末手当  計 ３．05月分（１０％減額支給）
   

議長・副議長・
 ６月期 １．45月分

    
議員
 １２月期 １．6０月分

     計 ３．05月分

【第3表】部門別職員数の推移

【第5表】職員の平均給料月額・平均年齢・平均経験年数（各年4月1日現在）

【第7表】職員手当の状況（平成22年4月1日現在）

期末勤勉手当（平成22年度）
 区分 京丹波町 国
 勤続 自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年
 勤続２０年 ２３.５０月分 ３０.５５月分
 勤続２５年 ３３．５０月分 ４１.３４月分 
 勤続３５年 ４７．５０月分 ５９．２８月分 本町と同じ 
 最高限度額　 ５９．２８月分 ５９．２８月分 

 その他の加算 定年前早期退職特別措置
        （２～３０％加算） 

退職手当

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
小　　計
民　　生
衛　　生
小　　計

一般行政計
教　　育
小　　計
病　　院
水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

３
６０
１４
１６
２
１３
１０８
５３
１６
６９
１７７
３１
３１
５８
９
５
８
80
288

区　　分 平成21年度
３
56
１４
１６
２
１３
１０4
５３
１7
70
１７4
３2
３2
4８
９
５
18
80
286

職員数（人）
平成22年度

０
△4
０
０
０
０
△4
0
1
1

△3
1
1

△１0
0
0
1０
0
△２

増減

一般行政
（福祉関係を
除く）

福祉関係

特別行政

公営企業
など

総 合 計
（平成２2年度地方公共団体定員管理調査より抜粋）
＊職員数は、一般職に属する職員と常勤の教育長をあわせたものです。（地方公務員の身
分のある休職者や派遣職員も含みます）
＊公営企業などのうち｢病院｣と「その他」において、介護療養型老人保健施設の開設に伴う
計上欄の変更がありました。

【第4表】級別職員数の状況
（平成22年4月1日現在・行政職給料表の適用を受ける職員）
一般行政職などの給料月額は、6の級で構成される行
政職給料表を適用することにより支給されています。そ
れぞれの級の標準的な職務内容、職員数および構成比
は第４表のとおりです。
（医師、医療技術員、看護師などは、医療職給料表（一）（二）

（三）を適用しています）
【第9表】給与などの削減措置などの状況
現在の厳しい財政状況を考慮し、臨時、緊急の

措置として次のとおり削減措置などを講じていま
す。

特
別
職

特
別
職・一
般
職

一
般
職

管理職

全職員

議会
議員

町長
副町長
教育長

給料・期末手当
１０％減額

・議員が町の附属機関の委員な
どに就任した場合に受ける報
酬の廃止
・本会議および委員会出席にお
ける費用弁償の廃止

旅費支給基準の見直し
・府内出張の日当廃止
・借上車賃単価の見直し

管理職手当
１０％減額

平成１８～
22年度

平成20年
7月から

平成１９年度
から

平成１9～
22年度

職員区分 措置内容 施行期日

京丹波町職員の
給与の状況を公表します

 区分  初任給   採用２年経過日の給料月額
   大学卒 短大卒 高校卒 大学卒 短大卒 高校卒
 京丹波町 １７２，２００円 １５２，８００円 １４０，１００円 １８4，2００円 １６4,3００円 １４8,5００円
 国 １７２，２００円 １５２，８００円 １４０，１００円 １８4,2００円 １６4,3００円 １４8，5００円

 区　　　分 京丹波町  国
 配偶者    １３，０００円 
 配偶者以外の扶養親族1人につき ６，5００円 
扶養手当

 職員に配偶者がいない場合はそのうち１人について １１，０００円 本町と同じ

 １６歳から２２歳までの子は    ５，０００円加算 
住居手当 借家 家賃額に応じて２７，０００円が支給限度   本町と同じ

通勤手当 交通機関利用者 運賃など相当額（５０，０００円が支給限度）   本町と同じ
 交通用具利用者 片道２ｋｍ以上で５ｋｍごとに定める額（６０ｋｍ以上２４，５００円が支給限度） 本町と同じ

 
区分

  一般行政職   技能労務職
   平均給料月額 平均年齢 平均経験年数 平均給料月額 平均年齢 平均経験年数
 平成22年度 296,10０円 ４1歳10月 ２0年　6月 ２５5,7００円 ５2歳１1月 ２6年　5月
 平成21年度 298，30０円 ４1歳11月 ２0年1０月 ２５0，5００円 ５1歳１1月 ２５年 5月

【第8表】特別職の報酬などの状況（平成22年度）

注）１２月期の支給率については、今後変動がある見込みです。
注）時間外勤務手当の抑制のため、「ノー残業デー」の導入や、休
日出勤・代休制度の見直しを図っています。

 区分 住民基本台帳人口 歳出額（Ａ） 実質収支 人件費（Ｂ） 人件費率
      （Ｂ/Ａ）％

平成21年度 (平成22年３月３１日現在) １1０億8,518万8千円 2億7,921万6千円 １6億８，７20万6千円 １5.22％  １6,692人 

２　職員給与費の状況
平成22年度当初予算（普通会計）に計上された一般職員の給与費および一人当たりの給与費は第2表のとおりです。

【第2表】職員給与の状況（平成22年度：普通会計当初予算・一般職員給のみ）

 区分 職員数（Ａ） 給料 職員手当（期末・勤勉手当を含む） 合計（Ｂ） 一人当たりの給与費（Ｂ/Ａ）

 平成22年度 ２11人 7億1,595万1千円 3億6,694万2千円 １0億8,289万3千円 ５13万2千円

 区分 標準的な職務内容 職員数 構成比
 １級 主事補・技師補・主事・技師 24人 10.21％
 ２級 主事・技師  14人 5.96％
 ３級 主査・係長・主任 １33人 56.59％
 ４級 課長補佐・主幹 40人 17.02％
 ５級 課長・会計管理者 21人 8.94％
 ６級 参事・総括課長 3人 1.28％
  　　合　　計 ２35人 １００％

【第6表】職員の初任給の状況（一般行政職：平成22年４月１日現在）
一般行政職の初任給および採用２年経過日の給料月額は、第６表のとおりです。

京丹波町の支給率 区分 

本町と同じ

計 勤勉手当期末手当 勤勉手当期末手当 計

６月期

 １２月期

計

一般職
管理職
一般職
管理職 
一般職
管理職  

1.25月
1.10月
１．5０月
１．25月
2.75月
２．35月

0.70月
0.85月
０．70月
０．９５月
１．40月
1.80月

1.95月

２．20月

４．15月

国の支給率
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シルバーオリンピック
3種目で大会新記録を樹立

九
月
十
九
日
、グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
み
ず
ほ

で
開
催
さ
れ
た「
第
五
回
京
丹
波
町
シ
ル

バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」。六
十
歳
以
上
の
出
場

選
手
三
十
一
人
が
、五
種
目
の
記
録
認
定
種

目（
五
十
メ
ー
ト
ル
走
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

げ
、輪
投
げ
、ニ
ア
ピ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
、ゲ
ー

ト
イ
ン
ワ
ン
）で
金
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
奮

闘
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、五
十
メ
ー
ト
ル
走
・
女
子
の

部（
六
十
―
六
十
四
歳
）で
阪
内
信
子
さ

ん
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
・
女
子
の
部
で

軽
尾
見
幸
さ
ん
、輪
投
げ
で
南
剛
さ
ん
が

大
会
新
記
録
を
樹
立
。軽
尾
さ
ん
は
、輪
投

げ
で
も
昨
年
の
大
会
記
録
を
上
回
る
成
績

で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、二
種
目
で
好
成

績
を
収
め
ま
し
た
。

ま
た
、出
場
選
手
は
、ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ

ト
や
体
力
測
定
に
も
参
加
し
、晴
れ
渡
る
青

空
の
下
、さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

な
お
、大
会
結
果（
金
メ
ダ
ル
の
み
）は

「
表
１
」の
と
お
り
。

さ
か
う
ち

か
る   

お

み
な
み
つ
よ
し

み   

ゆ
き

の
ぶ   

こ

インタビュー
最
高
齢
の
出
場
選
手

中
村
定
男
さ
ん（
83
歳
、井
尻
）

ど
の
ぐ
ら
い
体
力
が
あ
る
か
を
試
す
た

め
に
、今
回
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
は
思
っ
た
よ
り
良
か
っ
た
の

で
す
が
、若
い
こ
ろ
の
こ
と
を
思
う
と
だ
い

ぶ
体
力
が
落
ち
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

健
康
維
持
の
た
め
に
、来
年
も
参
加
し
て

が
ん
ば
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
で
大
会
新
記
録
、

輪
投
げ
で
昨
年
の
大
会
記
録
を
上
回
っ
た

軽
尾
見
幸
さ
ん（
60
歳
、東
又
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
の
記
録
を
試
し
て

み
よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。思
っ
て
い

た
よ
う
な
記
録
は
出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

今
回
の
よ
う
な
結
果
が
得
ら
れ
て
光
栄
に

思
っ
て
い
ま
す
。

健
康
に
心
が
け
て
、来
年
も
参
加
し
た
い

と
思
い
ま
す
。　　

ソフトボール投げ

ゲートインワン

■「記録認定種目」結果表（表１） 

 60-64歳 山口光明（下山） 8秒23   

 65-69歳 島　 國卿（実勢） 10秒90   

 70-74歳 山本　 修（院内） 8秒99   

 80歳以上 中野賤雄（質志） 12秒10

 60-64歳 阪内信子（八田） ☆9秒06   

 65-69歳 山内益代（下山） 11秒78   

 70-74歳 西保節子（橋爪） 11秒35

 男　子 山口光明（下山） 50ｍ77   

 女　子 軽尾見幸（東又） ☆24ｍ92

 南　剛（幸野） ☆34点

 山本鈴代（院内） 53cm

 東　 弘良（下山） 6回 

金メダル（第1位のみ）

50m走男子

50m走女子

ソフトボ-ル投げ

輪投げ

二アピンコンテスト

ゲートインワン

※「☆」は大会新記録。
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京丹波のまちのニュースをお届けします

な
か 　
　

む
ら

さ
だ　
　

お

か
る　
　
　

お

み　
　

 

ゆ
き

■
町
婦
人
会
が
人
権
研
修
を
実
施

　

町
婦
人
会
の
人
権
研
修
が
八
月
二
十

八
日
、町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
、会
員

三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、す
べ
て
の
人
々
に
関
わ
る
人

権
の
大
切
さ
を
考
え
る
機
会
と
し
て
、八

月
の
人
権
強
調
月
間
に
併
せ
て
研
修
を

実
施
。研
修
で
は
、乳
幼
児
期
か
ら
視
覚

障
害
を
お
持
ち
の
山
内
さ
ん
が「
私
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
」と
題
し
て
講
演
し
、弱
視

か
ら
全
盲
に
な
る
ま
で
の
不
安
や
普
段

の
生
活
で
不
自
由
に
感
じ
る
こ
と
、社
会

福
祉
制
度
に
対
す
る
思
い
な
ど
、実
体

験
を
交
え
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
は
、参
加
者
が
五
班
に
分
か

れ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、社
会
福

祉
制
度
の
課
題
や
改
善
点
な
ど
を
出
し

合
い
な
が
ら
、人
権
に
つ
い
て
の
認
識
を

深
め
て
い
ま
し
た
。

人

実体験を交えて講演する山内さん
（町中央公民館・蒲生）

に
し 

む
ら
あ
き

お

域
の
課
題
を
話
し
合
う
懇
談
の
場

地■
町
長
と
語
る
つ
ど
い

　

九
月
十
三
日
の
わ
ち
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
を
皮
切
り
に
、寺
尾
豊
爾
町
長

と
地
域
住
民
が
ひ
ざ
を
交
え
て
話
し
合
う

「
町
長
と
語
る
つ
ど
い
」を
、町
内
二
十
四

会
場
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
つ
ど
い
は
、昨
年
度
ま
で
行
政
報
告

や
説
明
を
主
と
し
た「
町
政
懇
談
会
」の
あ

り
方
を
一
新
し
た
も
の
で
、行
政
と
地
域

住
民
が
よ
り
身
近
に
懇
談
で
き
る
よ
う

に
、会
場
数
を
十
二
会
場
か
ら
二
十
四
会

場
に
倍
増
し
、新
た
に
土
曜
日
開
催（
三
会

場
）を
設
け
、意
見
交
換
の
時
間
を
増
や
し

て
実
施
。十
一
月
十
三
日
ま
で
を
開
催
期

間
と
し
て
、現
在
も
各
地
区
の
公
民
館
な

ど
で
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、多
く
の
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、十
一
月
開
催
分
の
日
時
・
場
所
に

つ
い
て
は「
広
報
京
丹
波　

お
知
ら
せ
版
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ん
ぼ
で
楽
し
む
球
技
大
会

■
泥
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

　　

第
四
回
泥
ん
こ
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

（
地
域
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
さ
ん

さ
ん
ク
ラ
ブ
、三
ノ
宮
地
域
振
興
会
主

催
）が
八
月
二
十
九
日
、三
ノ
宮
地
内
の

休
耕
田
を
利
用
し
て
行
わ
れ
、町
内
外

か
ら
十
二
チ
ー
ム（
約
七
十
人
）が
参
加

し
ま
し
た
。

　

同
大
会
は
、地
域
の
活
性
化
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、京
都
府
の

「
京
の
ま
な
び
教
室
推
進
事
業
」を
活
用

し
て
開
催
。今
回
か
ら
三
ノ
宮
地
域
振

興
会
が
新
た
に
主
催
に
参
画
し
、取
り
組

み
が
よ
り
一
層
地
域
全
体
に
広
が
り
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、同
ク
ラ
ブ
会
長
の
西
村
明

男
さ
ん
が「
泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
一
生

懸
命
プ
レ
ー
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

試
合
を
通
じ
て
多
く
の
方
と
の
交
流
を

深
め
て
く
だ
さ
い
」と
開
会
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
後
、看
護
師
や
浴
衣
姿
、手
作
り

衣
装
な
ど
で
仮
装
し
た
選
手
た
ち
が

チ
ー
ム
ご
と
に
記
念
撮
影
を
実
施
。試

合
で
は
、ぬ
か
る
ん
で
動
き
に
く
い
田
ん

ぼ
の
中
で
必
死
に
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け

る
選
手
の
姿
や
、豪
快
に
泥
水
の
中
へ
飛

び
込
む
姿
な
ど
が
見
ら
れ
、会
場
か
ら
は

大
き
な
歓
声
と
拍
手
が
わ
き
起
こ
っ
て
い

ま
し
た
。

田

泥まみれになりながらプレーする選手たち（三ノ宮地内）

権
に
つ
い
て
の
認
識
を

深
め
る
た
め
に

て
ら   

お　

と
よ    

じ

町政方針を交えてあいさつする寺尾町長（広野公民館・広野）
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な
が  

い     

ち   

づ
る

か
た 

や
ま 

た
け  

ひ
ろ

域
で
取
り
組
む

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
美
化
活
動

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
守
る
み
ん
な
の
交
流
会

　　
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
守
る
み
ん
な
の
交
流

会
」（
北
部
振
興
会
主
催
）が
八
月
二
十
八

日
、下
粟
野
の
北
部
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場

で
行
わ
れ
、地
元
住
民
ら
約
百
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、地
域
で
利
用
し
て

い
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
環
境
美
化
を
目
指

し
て
地
域
住
民
自
ら
が
草
引
き
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、会
食
や
軽
ス
ポ
ー
ツ
な

ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目

的
に
毎
年
実
施
。今
回
か
ら
、よ
り
目
的

を
明
確
に
す
る
た
め
に「
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

守
る
み
ん
な
の
交
流
会
」に
名
称
を
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
く
草
が
生
え
て
い

ま
し
た
が
、参
加
者
は
汗
を
流
し
な
が
ら

グ
ラ
ウ
ン
ド
の
草
引
き
を
行
い
、下
粟
野

「
い
ろ
里
組
」や
地
域
の
女
性
が
用
意
し

た
焼
き
そ
ば
・
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
味
わ
っ

た
後
、き
れ
い
に
な
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

地

彩
な
催
し
で
カ
ヌ
ー
を
楽
し
む

■
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　　
「
二
〇
一
〇
京
丹
波
町
カ
ヌ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
八
月
二
十
九
日
、由
良
川

の
和
知
Ｂ
＆
Ｇ
カ
ヌ
ー
艇
庫（
坂
原
）周

辺
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
約
八
十
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、町
推
進
ス

ポ
ー
ツ
の
一
つ
で
あ
る
カ
ヌ
ー
に
親
し

み
、魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
、今
回
で
三
回
目
。こ
の
日

は
、パ
ン
食
い
競
争
や
ビ
ン
ゴ
大
会
、ド

ラ
ゴ
ン
カ
ヌ
ー
で
の
遊
覧
体
験
な
ど
、

初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
幅
広
い
方
が

楽
し
め
る
催
し
が
行
わ
れ
、参
加
者
ら

は
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
に
参
加
し
て
カ

ヌ
ー
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
回
は
参
加
者
に
カ
ヌ
ー
の

魅
力
を
よ
り
一
層
伝
え
る
た
め
の
企
画

と
し
て
、カ
ヌ
ー
競
技
の
第
一
線
で
活
躍

し
て
い
る
永
井
千
鶴
さ
ん
や
片
山
健
大

さ
ん
ら
が
競
技
用
カ
ヌ
ー
を
使
っ
た
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、長
年
の

練
習
で
培
っ
た
精
確
な
漕
艇
技
術
と
巧

み
な
パ
ド
ル
さ
ば
き
を
披
露
し
ま
し

た
。

多
流
と
親
ぼ
く
を
深
め
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト

■
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　　
「
第
三
回
京
丹
波
町
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」（
町
体
育
協
会
主
催
）が
九

月
二
十
六
日
、丹
波
自
然
運
動
公
園
球

技
場
で
行
わ
れ
、各
集
落
で
構
成
さ
れ
た

五
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て

町
民
の
健
康
増
進
や
体
力
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、地
域
の
連
携
と
幅
広
い
交
流

を
深
め
、多
く
の
人
が
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
体
験
で
き
る
場
と
し
て
実
施
。今
回

は
、地
域
対
抗
の
部
と
し
て「
京
都
・
ギ
ネ

ス
に
挑
戦
」の
五
種
目（
リ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

大
縄
跳
び
、玉
入
れ
、バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、四

人
五
脚
）を
は
じ
め
、ざ
る
引
き
競
争
や

輪
投
げ
競
争
な
ど
の
個
人
種
目
を
新
た

に
設
け
、多
く
の
人
が
気
軽
に
参
加
で
き

る
よ
う
に
工
夫
を
凝
ら
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
が
始
ま
る
と
、参
加
者
た
ち
は
晴

れ
渡
る
秋
空
の
下
で
さ
わ
や
か
な
汗
を
流

し
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
や
個
人
技
を
生
か
し

て
次
々
と
得
点
を
重
ね
て
い
き
ま
し
た
。

　

な
お
、大
縄
跳
び
で
は
、京
都
・
ギ
ネ
ス

に
挑
戦
の
記
録
保
持
者
で
あ
る「
竹
野

口
」チ
ー
ム
が
、自
身
が
持
つ
記
録（
七
十

七
回
）を
上
回
る
七
十
九
回
を
打
ち
出

し
、自
己
記
録
更
新
と
い
う
快
挙
を
果

た
し
ま
し
た
。

主
な
結
果
は
下
記
の
と
お
り
。

総
合
優
勝　

竹
野
口

総
合
二
位　

口
八
田

総
合
三
位　

上
高
岡

交

わたしたちの町
人　 口

１6,705（－16）
男

7，884（－8）
女

8，821（－8）
世帯数

６，４56（－7）
10月1日現在／（　）は前月比 グラウンドの草引きをする参加者

（和知北部コミュニティー広場・下粟野）

カヌーに乗って由良川の流れを楽しむ参加者（B＆Gカヌー艇庫周辺・坂原）
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国

祝
賀
訪
問
で

百
歳
の
長
寿
を
祝
う

　

九
月
二
十
一
日
、百
歳
の
長
寿
を
お
祝

い
す
る「
敬
老
祝
賀
訪
問
」が
行
わ
れ
、寺

尾
町
長
ら
が
本
年
度
に
百
歳
を
迎
え
る

町
民
七
人
の
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、祝
品

な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
訪
問
で
は
、町
か
ら
の
祝
品
の
ほ
か

に
、京
都
府
南
丹
保
健
所
の
中
川
剛
次

長
が
知
事
か
ら
の
祝
状
と
記
念
品
の
贈

呈
、内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
祝
状
と
銀
杯

の
伝
達
を
併
せ
て
実
施
。祝
品
な
ど
を
受

け
と
っ
た
木
村
志　

さ
ん（
井
尻
）は
、

「
百
歳
に
な
る
ま
で
に
は
、戦
争
で
何
も

物
が
な
く
苦
労
し
た
経
験
や
、子
ど
も
た

ち
と
暮
ら
し
て
き
た
楽
し
い
日
々
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
、し
っ
か
り
と
食
べ
て
動
く
こ
と

で
健
康
に
心
が
け
る
と
共
に
、趣
味
の
編

み
物
な
ど
を
し
な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
と
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
」と
話
し
ま
し
た
。

民
文
化
祭
の
Ｐ
Ｒ
で

ま
ゆ
ま
ろ
が
来
町

な
か   

が
わ 

つ
よ
し

き　

む
ら

し　

 

ず

■
敬
老
祝
賀
訪
問

長
瀬
区
の
魅
力
を
伝
え
る
観
光
マ
ッ
プ
が
完
成

　
「
長
瀬
マ
ッ
プ
」贈
呈
式
が
九
月
十
八

日
、ア
グ
リ
パ
ー
ク
わ
ち
で
行
わ
れ
、長

瀬
区
の
住
民
や
近
畿
大
学
農
学
部
の
学

生
ら
二
十
一
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

長
瀬
区
と
近
畿
大
学
農
学
部
は
、京

都
府
の
ふ
る
さ
と
共
援
活
動
支
援
事
業

を
活
用
し
て
、平
成
二
十
年
度
に「
元

気
！
長
瀬
の
会
」を
設
立
し
、同
区
の
地

域
活
性
化
を
目
指
し
た
活
動
を
展
開
。

そ
の
一
環
と
し
て
、近
大
生
が「
長
瀬
マ
ッ

プ
」作
り
を
企
画
し
、昨
年
六
月
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
案
さ
れ
た
意
見
を
基

に
、聞
き
取
り
や
現
地
調
査
な
ど
を
重
ね

て
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
で
は
、近
大
生
が
同
区
の
山
口

喜
之
区
長
に
マ
ッ
プ
を
贈
呈
し
た
後
、地

区
内
三
箇
所
の
掲
示
板
に
設
置
し
、マ
ッ

プ
の
特
徴
や
概
要
な
ど
を
説
明
。山
口
区

長
は
、「
多
く
の
人
に
長
瀬
区
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、和
音
祭
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
で
配
布
し
、地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
マ
ッ
プ
は
、手
書
き
で
温
か

み
の
あ
る
地
図
が
中
央
に
描
か
れ
、地
域

の
特
色
を
撮
影
し
た
写
真
が
周
囲
に
配

置
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
。今
後
は
、四
季

に
応
じ
て
写
真
を
入
れ
替
え
る
な
ど
の
工

夫
を
凝
ら
す
よ
う
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

■「
長
瀬
マ
ッ
プ
」贈
呈
式

寺尾町長から祝品を受けとる木村さん

長瀬マップの概要を説明する近大生（アグリパークわち・長瀬）

や
ま 

ぐ
ち

よ
し
ゆ
き

大縄跳びで79回の記録を打ち出した「竹野口」チーム
（丹波自然運動公園・曽根）

まゆまろと握手などをする園児たち
（須知幼稚園・須知）

■
ま
ゆ
ま
ろ
が
ロ
ー
ラ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

　

来
年
度
に
開
催
す
る
第
二
十
六
回
国

民
文
化
祭（
国
文
祭
）の
開
幕
に
向
け

て
、Ｐ
Ｒ
隊
長「
ま
ゆ
ま
ろ
」が
八
月
五

日
か
ら
府
内
市
町
村
に
訪
問
し
て
ロ
ー

ラ
ー
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
、九
月
二

日
に
役
場
と
須
知
幼
稚
園
で
Ｐ
Ｒ
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、ま
ゆ
ま
ろ
は
、町
民
や
職
員

ら
が
見
守
る
中
、役
場
前
の
駐
車
場
で

寺
尾
町
長
に
国
文
祭
の
成
功
に
向
け
た

協
力
の
お
願
い
と
分
身
で
あ
る
ま
ゆ
ま

ろ
人
形
を
手
渡
し
た
後
、須
知
幼
稚
園

に
移
動
。須
知
幼
稚
園
で
は
、同
行
す
る

ス
タ
ッ
フ
が
ク
イ
ズ
な
ど
で
国
文
祭
の

Ｐ
Ｒ
を
し
た
後
、ま
ゆ
ま
ろ
グ
ッ
ズ（
缶

バ
ッ
ジ
、シ
ー
ル
）の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
握
手

会
な
ど
が
行
わ
れ
、園
児
た
ち
は「
か
わ

い
い
」「
ま
た
来
て
ね
」な
ど
と
大
き
な
歓

声
を
上
げ
、喜
ん
で
い
ま
し
た
。
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人のぬくもりと
ふれあいが奏でる躍動のまち
丹波高原文化の郷●京丹波

さと

笑
顔
の
カ
エ
ル
が

印
象
的
な

「
あ
っ
ぱ
れ
た
ん
ぼ
」

NO.60
10月号

秋の丹波路を駆け抜ける
「2010京都丹波ロードレース」

を開催します
京丹波町の秋の一大イベントとして開催している「京都丹波ロードレース」。

今年も約2,800人のランナーが、色鮮やかに紅葉した景色を眺めながら丹波路を駆け抜けます。
発着点である丹波自然運動公園では、「うまいもの市」や「菊花展」などを開催し、ランナーだけではなく、

来園されるみなさんに楽しんでいただける催しを多数計画しています。
ご家族や友人などお誘い合わせお越しいただき、

深まりゆく秋を感じながら楽しいひとときを過ごしてみてはいかがでしょうか。

◉日時 11月3日（祝・水）※雨天決行
 選手受付：午前8時30分～10時
 スタート：《3km》午前10時30分    《5km》午前10時40分
 　　　　  《10km》午前10時50分  《ハーフ》午前11時

◉場所 丹波自然運動公園
◉主催 京丹波町、船井郡陸上競技協会、京都府立丹波自然運動公園

決算

　表紙写真で掲載した「あっぱれ
たんぼ」。5月22日の田植え以降、
色の変化の様子を楽しむために何
度か訪れましたが、満面の笑顔で
微笑むカエルの姿を見るたびに元
気をわけてもらい勇気付けられた
ように思います。広報発行時には
稲刈りが終わっているため見るこ
とができませんが、写真を通じてで
きるだけ多くの人にあっぱれたん
ぼの素晴らしさを知っていただけ
ればうれしく思います。（Ｋ）

編
集
後
記

特集

うまいもの市、菊花展
地元で採れた農産物や特産品の販売をはじめ、
旬の食材をふんだんに使った料理など
秋の味覚が満喫できるコーナーです。
また、菊で作った五重塔や菊愛好家が
丹精込めて育てた「菊花展」も、

10月23日（土）～11月7日（日）の期間で開催されます。

◉開催時間：午前10時～
◉開催場所：中央広場　　
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